
 

  

 

 

              

月  

日  

時
～  

時
の
間
、
自
治

会
館
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
た
３
年
ぶ
り

と
な
る
マ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
福
祉

バ
ザ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

               

自
治
会
館
の
庭
で
は
焼
そ
ば
等
の
食

品
も
販
売
さ
れ
、
収
益
の
一
部
は
「
あ

し
な
が
育
英
会
」
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
発
災
時
に
は

「
簡
易
ト
イ
レ
」
の
活
用
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

          

会
場
で
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
等
を
ガ
ム

テ
ー
プ
で
補
強
し
、
ご
み
袋
な
ど
を
か

ぶ
せ
る
簡
易
ト
イ
レ
の
使
用
方
法
の
実

演
が
あ
り
ま
し
た
。
使
用
後
の
汚
物
は

凝
固
剤
を
散
布
し
密
封
の
後
、
蓋
の
締

ま
る
バ
ケ
ツ
な
ど
に
収
納
保
管
し
、
そ

の
後
の
処
理
は
自
治
体
の
指
示
に
従
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
凝
固
剤
の
つ

い
た
「
簡
易
ト
イ
レ
」
を
便
座
に
か
け

て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、

各
家
庭
で
は
こ
う
し
た
製
品
を
一
人
一

日
５
回
、
三
日
分
程
度
の
準
備
が
必
要

と
の
こ
と
で
し
た
。 

講
演
終
了
後
、
自
治
会
役
員
か
ら
は

「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
」
や
簡
易
ト
イ

レ
用
ボ
ー
ル
箱
の
加
工
法
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

               
ま
た
、
自
治
会
青
年
部
に
よ
る
模
擬

店
「
な
か
て
や
」
が
広
場
公
園
で
同
時

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
立
冬
を

過
ぎ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
秋
晴
れ
の
暖

か
い
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 
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簡易トイレの使用実演 
㊨ 日本トイレ研究所  代表理事 加藤 篤 氏 

㊧ 港北区総務部総務課 

地域防災担当係長 新井田 竜平 氏 

 
「福祉バザー」(焼そば等) 
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「福祉バザー」(雑貨、古着等) 

 
「なかてや」(とん汁、クレープ) 

港
北
区
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン 

        

月  

日  

時
よ
り
自
治
会
館
に
お

い
て
港
北
区
主
催
の
「
防
災
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「発
災
時
の

ト
イ
レ
問
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
日

本
ト
イ
レ
研
究
所
代
表
理
事 

加
藤 

篤

氏
に
よ
る
約
一
時
間
半
の
講
演
で
し
た
。 

  

阪
神
淡
路
大
震
災
以
来
、
数
々
の
災

害
に
お
い
て
ト
イ
レ
問
題
に
関
し
て
は

あ
ま
り
進
歩
が
無
い
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
続
き
私
達
仲
手
原
の

町
民
が
発
災
時
の
ト
イ
レ
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
質
問
し
、
そ
の

問
題
点
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

①  

仮
設
ト
イ
レ
を
待
つ(

５
人
回
答) 

  

仮
設
ト
イ
レ
は
す
ぐ
に
は
届
か
な
い 

  

発
災
後
３
時
間
以
内
に  

％
の
人
が 

  

ト
イ
レ
を
必
要
と
す
る 

②  

我
慢
す
る        (

１
人
回
答) 

  

水
分
摂
取
を
控
え
れ
ば
エ
コ
ノ
ミ
ー

症
候
群
に
よ
り
生
命
の
危
険
が
あ
る 

③  
そ
の
へ
ん
で
す
る  (

大
勢
回
答) 

  

講
師
も
ビ
ッ
ク
リ
「
ワ
イ
ル
ド
！
」 

④  

水
を
探
す    (

３
～
４
人
回
答) 

  

ト
イ
レ
で
一
回
に
流
す
水
量
は
約
６ 

  

㍑
必
要
（
一
人
一
日
５
回
で  

㍑
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ト
イ
レ
研
究
所 

代
表
理
事  

加
藤 

篤 

氏 

な
か
っ
た
ら
！ 

も
し
も 

ト
イ
レ
が 

あ
つ
し 

30 

10 

10 

15 

40 

 
公開講習 



 

  

和  

年
に
高
等
学
校
が
設
立
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
４
年
に

は
中
学
生  

名
、
高
校
生  

名
が
在
籍

し
、
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
高
校
野
球
神
奈
川
県
大

会
で
４
回
優
勝
し
て
甲
子
園
大
会
に
出

場
す
る
な
ど
、
野
球
強
豪
校
と
し
て
の

名
声
を
博
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク  

ｍ
ハ
ー
ド
ル
に

活
躍
し
た
泉
谷
駿
介
選
手
は
陸
上
競
技

部
の
Ｏ
Ｂ
で
す
。 

            

創
立  

周
年
記
念
式
典
は
、
令
和
４

年
６
月  

日
に
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
矢
口
浩
幸
校
長
先
生
の
挨
拶
、
元

校
長
中
田
仁
先
生
、
前
校
長
浅
川
昭
男

先
生
か
ら
も
お
言
葉
が
あ
り
、
最
後
に

会
場
全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で  

年
の

歴
史
を
心
に
刻
み
ま
し
た
。 

 
80周年記念事業として、第一グラウンドの人工 

芝化と第三校舎(右奥)の改修工事が行われました 

      

仲
手
原
に
唯
一
の
学
校
、
私
立
武
相

学
園
が
創
立  
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

創
立
者 

石
野 
瑛
先
生
の
「
向
学
心

旺
盛
な
若
者
の
夢
と
希
望
を
実
現
さ
せ

る
学
校
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
信
念

を
実
現
す
べ
く
、
昭
和  

年
６
月  

日
、

最
初
に
富
士
塚
で
武
相
中
学
校
の
認
可

を
受
け
て
創
立
し
ま
し
た
。
同
年
７
月

２
日
に
開
校
式
を
挙
げ
ま
し
た
。
生
徒

は
わ
ず
か  

名
で
の
出
発
で
あ
り
、
翌 

年
４
月
に
現
在
の
地
に
移
転
し
ま
し

た
。
「
武
相
」
と
い
う
名
前
は
、
「
武

蔵
国
、
相
模
国
の
山
野
が
見
渡
せ
る
恵

ま
れ
た
丘
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら

石
野
瑛
先
生
が
命
名
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。
昭
和  

年
３
月
に
は
、  

名
の 

生
徒
が
卒
業
し
ま
し
た
。 

昭
和  

年
に
新
制
中
学
校
設
立
、
昭 
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歴史学者・考古学者 
 

 

 

       

月  

日
（
土
）  

時
よ
り
、
自
治

会
館
に
お
い
て
恒
例
の
「仲
手
原
寄
席
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
古
今

亭
始
さ
ん
並
び
に
柳
家
小
は
ぜ
さ
ん
の

お
二
人
に
古
典
落
語
４
題
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
観
客
は  

人
、
主
催
者
側
は

自
治
会
芸
能
担
当
の
岡
田
二
郎
さ
ん
他

３
人
で
開
催
さ
れ
、
い
っ
と
き
余
り
を

笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。 

演  

目
（
前
半
） 

古
今
亭    

始   

「
の
め
る
」 

柳  

家  

小
は
ぜ 

「
高
砂
や
」 

中
入
り
（
休
憩
） 

           

演  

目
（
後
半
） 

柳  

家  
小
は
ぜ 

「
平  

林
」 

古
今
亭    
始   

「
幾
代
餅
」 

 
中 入 り 

ジャンケンにより、噺家お二人から 

色紙３枚づつのプレゼントがありました 

㊧古今亭 始さん ㊨柳家 小はぜさん 

11 

26 

14 
56 

・
・
・
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月  

日(

土) 

  

時
よ
り
、
自
治 

会
館
に
お
い
て
、 

「
こ
ど
も
リ
ー
ス 

づ
く
り
体
験
」（ク 

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
） 

教
室
が
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。
指
導
は 

村
野
明
美
副
会
長 

で
青
年
部
の
皆
さ 

ん
が
サ
ポ
ー
ト
し 

ま
し
た
。
参
加
者
は
７
人
の
子
ど
も
た

ち
と
、
小
学
校
２
年
生
以
下
の
保
護
者

の
方
４
人
の
計  

人
で
し
た
。 

  

こ
の
日  

時
か
ら
は
、
前
日
こ
と
ぶ

き
会
の
皆
さ
ん
が
飾
り
付
け
を
行
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
点
灯
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
特
別

に
登
場
し
、 

集
ま
っ
た
子 

ど
も
た
ち
に 

プ
レ
ゼ
ン
ト 

が
渡
さ
れ
、 

子
ど
も
た
ち 

と
の
記
念
撮 

影
に
も
応
じ 

て
い
ま
し
た
。 
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月  

日
、 

総
人
工
芝
に
改 

装
さ
れ
た
武
相 

学
園
グ
ラ
ウ
ン 

ド
を
使
っ
て
、 

篠
原
地
区
健
民 

祭
が
３
年
ぶ
り 

に
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。
新
型
コ 

ロ
ナ
感
染
防
止 

の
た
め
に
、
例
年
の
健
民
祭
で
行
わ
れ

て
い
た
自
治
会
対
抗
徒
競
走
や
マ
ラ
ソ

ン
、
玉
入
れ
な
ど
、
競
技
者
が
集
合
し

競
り
合
う
競
技
を
さ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
委
員
の
方
々
が
工

夫
し
た
結
果
、
原
則
と
し
て
ひ
と
り
づ

つ
プ
レ
イ
で 

き
る
よ
う
な 

競
技
を
グ
ラ 

ウ
ン
ド
内
の 

複
数
の
場
所 

で
同
時
に
開 

催
す
る
こ
と 

に
な
り
ま
し 

た
。 午

前
９
時 

頃
か
ら
、
各 

自
治
会
の
会 

員
が
思
い
思 

い
の
服
装
で 

集
ま
り
は
じ
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
あ
ち

こ
ち
に
設
置
さ
れ
た
色
々
な
競
技
の
コ

ー
ナ
ー
に
行
っ
て
、
説
明
員
に
競
技
の

し
か
た
を
教
わ
っ
て
プ
レ
イ
し
ま
す
。 

パ
ラ
リ
ン
ピ 

ッ
ク
の
種
目 

ボ
ッ
チ
ャ
を 

は
じ
め
、
モ 

ル
ッ
ク
、
ユ 

ニ
ホ
ッ
ク
、 

ナ
イ
ン
ゴ
ー 

ル
、
ラ
ダ
ー 

ゲ
ッ
タ
ー
、 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

ゴ
ル
フ
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
馴
染
み
の
無

い
競
技
が
並
ん
で
い
ま
す
。 

み
ん
な
初
心
者
な
の
で
、
最
初
は
う

ま
く
行
か
な
い
の
で
す
が
、
プ
レ
イ
す

る
う
ち
に
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
、
二
度
三

度
と
繰
り
返
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
上
達

す
る
人
も
で 

て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
輪
投 

げ
、
玉
入
れ
、 

  

ｍ
徒
競
走
、 

ボ
ー
ル
運
び
、 

ラ
グ
ビ
ー
ボ 

ー
ル
遊
び
な 

ど
は
、
ふ
だ 

ん
と
は
異
な 

10 

50 

30 

 
  

    

  

  

    

公
園
の
清
掃
は
第
１
・
第
３
日
躍
日

午
前
８
時
～
９
時
迄
、
一
般
ゴ
ミ
、
カ

ン
、
ビ
ン
収
拾
、
雑
草
取
り
、
枝
切
り

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
少
し
前
よ
り
多

数
の
方
々
が
清
掃
に
参
加
下
さ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

従
来
は
老
人
会
の
有
志
の
方
が
中
心

で
し
た
が
最
近
は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

と
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
や
仲
手
原
南
自

治
会
の
方
々
、
そ
し
て
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

有
志
の
方
々
が
新
た
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
約  

名
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

井
上
禮
子
会
長
は
「
前
か
ら
お
ら
れ

る
方
た
ち
が
段
々
と
高
齢
化
し
て
人
手

不
足
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
、
小
学
生
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
大

勢
の
方
が
参
加
し
て
下
さ
る
よ
う
に
な

り
、
心
よ
り
感 

謝
申
し
上
げ
ま 

す
。
こ
れ
か
ら 

さ
ら
に
小
学
生 

や
中
学
生
が
参 

加
し
て
頂
け
れ 

ば
有
難
い
こ
と 

で
す
」
と
話
し 

て
い
ま
し
た
。 

 

30 

 

 

る
方
法
で
プ 

レ
イ
し
ま
す
。 

た
と
え
ば
玉 

入
れ
は
、
地 

面
に
置
い
た 

カ
ゴ
に
数
メ 

ー
ト
ル
離
れ 

た
位
置
か
ら 

玉
を
放
り
込 

み
ま
す
。
簡 

単
そ
う
で
す 

が
、
な
か
な 

か
う
ま
く
行 

か
ず
、
入
っ 

た
時
に
は
喜 

び
が
あ
り
ま 

す
。 よ

く
あ
る 

運
動
会
と
は 

違
う
形
式
の 

健
民
祭
で
し 

た
が
、
こ
ど 

も
た
ち
も
高 

齢
者
も
一
緒 

に
な
っ
て
、 

い
ま
ま
で
触 

れ
た
こ
と
の 

な
い
ス
ポ
ー 

ツ
を
体
験
で 

き
ま
し
た
。 

 

 
 

 
ユニホック 

 
ナインゴール 

 
ラダーゲッター 

 
ラグビーボール遊び 

 
玉入れ 

 

 



 
   

令
和
４
年
１
月  

日
～  

月  

日
の

間
計  

回
開
催
し
た
結
果
は
、
延
べ 

人
の
方
に  

点
の
食
品
を
ご
寄
付
頂
き

ま
し
た
。
資
源
循
環
局
等
を
経
て
食
を

必
要
と
し
て
い
る
方
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。   

 (

斉
藤 

眞
幾
男) 

                

《 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

》 

植
木
幹
造
・
押
尾
泰
典
・
加
藤
篤
志
・

芳
賀
宏
江
・
宮
田
純
子
・
山
口
美
和 

   

編
集
責
任
者 : 

中
村
泰
雄 

第 63号                               な か て は ら             令和５年(2023) 2 月 1日(4) 
    

篠
原
八
幡
神 

社
の
参
道
は
、 

冬
至
の
太
陽
が 

昇
る
方
角
に
合 

わ
せ
て
伸
び
て 

い
ま
す
。
こ
の 

た
め
、
冬
至
の 

日
前
後
の
太
陽 

は
大
鳥
居
の
中
に
昇
り
ま
す
。
こ
の
神

秘
的
な
光
景
を
見
る
「
日
の
出
を
見
る

会
」
が  

月  

日
、
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
６
時
半
頃
、  

名

ほ
ど
の
方
々
が
集
ま
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操

を
し
て
い
る
と
、
次
々
と
参
加
者
が
増

え
、
各
町
会
の
委
員
が
用
意
し
て
く
れ

た
お
汁
粉
を
戴
き
な
が
ら
日
の
出
を
待

ち
ま
し
た
。
７
時
過
ぎ
に
日
が
昇
っ
て

く
る
と
、
鳥
居
の
柱
の
影
が
２
本
の
レ

ー
ル
の
よ
う
に
参
道
を
走
り
、
光
が
本

殿
を
照
ら
し
ま
す
。
な
ぜ
か
普
段
と
は

ち
が
う
太
陽
に
見
え
て
、
不
思
議
な
感

動
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

冬
至
を
境
に
、
太
陽
の
光
は
徐
々
に

強
く
な
り
、
日
の
出
の
方
角
が
北
東
に

回
り
、
昼
の
時
間
が
長
く
な
っ
て
春
へ

と
向
い
ま
す
。 

 

 

 

令
和
４
年  

月
１
日
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。 

民
生
児
童
委
員
は
相
談
に
応
じ
地
域

の
関
係
機
関
等
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り

ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
３
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

○民○新宮田純子 

一丁目1、3、11、12班 

☎434-6729 

○民村野明美 

一丁目 2、9、10 班 

☎431-3210 

○民○新安本裕美 

一丁目 4、5 班、8班 1～11 組 

☎717-8567 

○民伊東美奈子 

一丁目6、7班、8班12～20組 

☎435-3709 

○民田村知子 

二丁目 1、2、3 班 

☎ 401-0611 

○民和田恵美子 

二丁目 4、6 班 

☎ 433-5901 

○民○新阿部令子 

二丁目 7、8 班 

☎ 434-4497 

○主塚脇由美子 

篠原地区 

☎ 433-8152 

○民井手良子 

二丁目 5、9 班 

☎431-1807 

仲手原の福祉を担う 

民生委員・児童委員、 

主任児童委員の紹介 

○民氏  名 

担当地域 

☎999-9999 

○民民生児童委員 ○新新任 

○主主任児童委員 

12 
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＜新入学児童お祝い＞ ＜敬老慰問＞ ＜弔慰金＞についてご不明の場合は、組長さんにお尋ねください！ 

 

１
月  

港
北
駅
伝
大
会 (

９
日) 

２
月 

「
な
か
て
は
ら
」
第  

号
発
行 

自
治
会
親
睦
バ
ス
旅
行 (

11
日) 

初
期
消
火
器
具
放
水
訓
練 (

26
日) 

３
月  

新
旧
役
員
交
代
懇
親
会 (

12
日) 

      

新
班
長
・
組
長
業
務
説
明
書
配
布 

４
月  

自
治
会
費
集
金 

５
月  

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り (

13
日) 

      

自
治
会
定
期
総
会 (

21
日) 

  

２
月  

節
分
豆
ま
き
大
会 (

中
止) 

      

親
子
ス
キ
ー
教
室 (

17
～
19
日) 

４
月  

新
入
学
児
童
お
祝
い 63 

 

   


